
＜タイトル＞ 

 肉類ジペプチドに脳老化に対する予防作用があることを発見 

 －鶏肉摂取を介した認知症予防の取り組みに道を拓く－ 

 

＜当該研究成果のポイント＞ 

 鶏肉に多く含まれる成分であるイミダゾールジペプチドに、中高年者の認知機能ならび

に神経心理機能を改善する効果があることを発見した。試験では同成分を摂取した中高年

者で脳の萎縮が抑えられ、記憶機能が改善されるとともに神経の働きが穏やかになる傾向

が見られた。中高年者において鶏肉を適切に摂取することが、認知症やうつの予防につなが

ると期待される。 

 本研究は、農林水産省農業・食品産業科学技術研究推進事業「鶏肉に含まれる高機能ジペ

プチドを用いた中高齢者の心身健康維持に関する研究」により実施された。 

 

＜期待される効果・今後の展開など＞ 

 鶏肉に多く含まれるイミダゾールジペプチドに脳老化に対する予防効果があることが認

められた。脳老化の抑制は、認知症の発症予防や進行防止とも深い関係にあるため、鶏肉に

由来するイミダゾールジペプチドを含む高機能食品は、将来、脳老化を防ぎ、認知症を予防

する食品として認知されることが期待される。 
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